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研究成果の概要 

【三宅グループ】 

筋音計測方法の基礎検討として短母子屈筋は高周波数帯筋音を低ノイズで計測できた。筋音・

筋電の同時計測の調査を行った。微小筋音と脳波は高周波数帯成分で相関することを示唆した。

筋音計測アルゴリズムの検討として PD 患者と健常者で筋音パワースペクトルの振戦帯域（低周波

数帯）と筋音帯域（高周波数帯）両方の情報が分類に寄与することを示した。PD 早期予知方法の

検討では、患者と健常者 108 名のデータを用いて、Rest 条件における筋音情報と機械学習により

85%の分類精度を達成した。 

 

【伊藤グループ】 

CMOS-MEMS デバイスの設計と試作に注力した。回路技術に関し、MEMS 制御・信号処理回

路設計および MEMS の錘を制御するためのフィードバック方式を検討した回路設計を完了し、

CMOS 試作を完了した。CMOS-MEMS 用の MEMS 設計及び試作を完了した。ワイドレンジ１軸

極微振動計測デバイスを実現するための、錘 2 個からなる１軸 MEMS センサの設計・試作後モジ

ュール化の検討を開始した。ドリフト現象を調べるために TDS 分析を実施した。MEMS 構造を構

成する材料を起源とする水の基礎データ取得を行い、ドリフトメカニズムを検討した。 

 

【曽根グループ】 

伊藤グループと共同で、MEMS構造の安定性や機械的特性を確認する微小金試験片を設計・

試作した。具体的には、①様々なばね構造を有する TEG群を作製し、同時に TEGの長期信頼

性やヤング率を測定可能な実験系を構築した。②ドリフト現象を調べるためにプロセス由来の不純

物を定量的に測定するための TEG群を作製し、TDSによる解析を開始した。③様々な錘構造お

よびカンチレバー形状を有する TEG群を作製し、この構造的な安定性を形状測定顕微鏡で定量

的に計測し、錘構造と反りの関係の研究を開始した。 
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